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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成22年10月14日(2010.10.14)

【公開番号】特開2010-17579(P2010-17579A)
【公開日】平成22年1月28日(2010.1.28)
【年通号数】公開・登録公報2010-004
【出願番号】特願2009-245435(P2009-245435)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３２０　

【手続補正書】
【提出日】平成22年8月30日(2010.8.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
　しかしながら、この様な変動表示ゲームは、提供できる興趣が限られている。よって、
遊技機において、遊技者はより高い興趣を得ることができないといった問題点があった。
　本発明は、上述した問題点を解決するためになされたものであり、遊技に関与すること
で興趣を得ることができる遊技機を提供することを目的としている。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　この目的を達成するために請求項１記載の遊技機は、複数の識別情報を表示する表示手
段と、所定の作動口への球の入賞または通過を検出するスイッチと、そのスイッチによっ
て前記作動口への球の入賞または通過が検出された場合に遊技者に所定の遊技価値を付与
するか否かを抽選する抽選手段を備え前記表示手段に前記識別情報の変動表示を行わせる
制御手段と、を備え、前記抽選手段によって前記所定の遊技価値を付与する抽選結果が導
出された場合に、前記識別情報の変動表示に予め定めた所定の表示結果を現出させ、遊技
者に前記所定の遊技価値を付与するものであり、前記表示手段は、該表示手段において実
行される表示態様として少なくとも２種類以上の第１表示態様と、その第１表示態様とは
別の第２表示態様と、を実行可能であり、前記制御手段は、所定の条件が成立した場合に
前記表示手段で所定の第１表示態様を実行させる第１表示態様実行手段と、その第１表示
態様実行手段によって実行される第１表示態様の態様を判別可能な態様情報を記憶する態
様記憶手段と、遊技者が操作可能な操作手段が操作されたことを検出した場合に、前記操
作手段の操作に基づく操作情報を記憶する操作情報記憶手段と、前記態様記憶手段に記憶
されている態様情報が所定の態様情報である場合に、前記操作情報記憶手段に記憶される
操作情報に基づいて、前記表示手段で所定の第２表示態様を実行させる第２表示態様実行
手段と、前記操作手段の操作に基づいて前記表示手段に所定の操作時表示を実行させる操
作時表示手段と、前記所定の操作時表示を実行した後に前記操作手段が操作されることに
基づいて、前記表示手段の表示態様を変化させる手段と、を備える。
【手続補正３】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明の遊技機によれば、複数の識別情報を表示する表示手段と、所定の作動口への球
の入賞または通過を検出するスイッチと、そのスイッチによって前記作動口への球の入賞
または通過が検出された場合に遊技者に所定の遊技価値を付与するか否かを抽選する抽選
手段を備え前記表示手段に前記識別情報の変動表示を行わせる制御手段と、を備え、前記
抽選手段によって前記所定の遊技価値を付与する抽選結果が導出された場合に、前記識別
情報の変動表示に予め定めた所定の表示結果を現出させ、遊技者に前記所定の遊技価値を
付与するものであり、前記表示手段は、該表示手段において実行される表示態様として少
なくとも２種類以上の第１表示態様と、その第１表示態様とは別の第２表示態様と、を実
行可能であり、前記制御手段は、所定の条件が成立した場合に前記表示手段で所定の第１
表示態様を実行させる第１表示態様実行手段と、その第１表示態様実行手段によって実行
される第１表示態様の態様を判別可能な態様情報を記憶する態様記憶手段と、遊技者が操
作可能な操作手段が操作されたことを検出した場合に、前記操作手段の操作に基づく操作
情報を記憶する操作情報記憶手段と、前記態様記憶手段に記憶されている態様情報が所定
の態様情報である場合に、前記操作情報記憶手段に記憶される操作情報に基づいて、前記
表示手段で所定の第２表示態様を実行させる第２表示態様実行手段と、前記操作手段の操
作に基づいて前記表示手段に所定の操作時表示を実行させる操作時表示手段と、前記所定
の操作時表示を実行した後に前記操作手段が操作されることに基づいて、前記表示手段の
表示態様を変化させる手段と、を備えるので遊技者に新たな遊技性を提供することができ
ると共に、遊技のバリエーションを豊富にし、遊技の興趣を向上させることができるとい
う効果がある。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４３】
１０　　　　　　液晶ディスプレイ（ＬＣＤ、表示手段）
１２　　　　　　図柄作動口（作動口）
１２ａ　　　　　第１種始動口スイッチ（スイッチ）
３３ｅ　　　　　芝メモリ（態様記憶手段の一部）
３３ｆ　　　　　ダートメモリ（態様記憶手段の一部）
３３ｇ　　　　　坂路メモリ（態様記憶手段の一部）
３３ｉ　　　　　モチベーションカウンタ（操作情報記憶手段）
Ｃ　　　　　　　主制御基板（制御手段の一部）
Ｄ　　　　　　　表示用制御基板（制御手段の一部）
Ｐ　　　　　　　パチンコ機（遊技機）
Ｓ５１～Ｓ６３　保留球カウンタ減算処理（抽選手段）
Ｓ６２　　　　　放出選択処理（第２表示態様実行手段）
Ｓ７３～Ｓ８２　（第１表示態様実行手段）
【手続補正５】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
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【請求項１】
　複数の識別情報を表示する表示手段と、所定の作動口への球の入賞または通過を検出す
るスイッチと、そのスイッチによって前記作動口への球の入賞または通過が検出された場
合に遊技者に所定の遊技価値を付与するか否かを抽選する抽選手段を備え前記表示手段に
前記識別情報の変動表示を行わせる制御手段と、を備え、
　前記抽選手段によって前記所定の遊技価値を付与する抽選結果が導出された場合に、前
記識別情報の変動表示に予め定めた所定の表示結果を現出させ、遊技者に前記所定の遊技
価値を付与する遊技機において、
　前記表示手段は、
　該表示手段において実行される表示態様として少なくとも２種類以上の第１表示態様と
、その第１表示態様とは別の第２表示態様と、を実行可能であり、
　前記制御手段は、
　所定の条件が成立した場合に前記表示手段で所定の第１表示態様を実行させる第１表示
態様実行手段と、
　その第１表示態様実行手段によって実行される第１表示態様の態様を判別可能な態様情
報を記憶する態様記憶手段と、
　遊技者が操作可能な操作手段が操作されたことを検出した場合に、前記操作手段の操作
に基づく操作情報を記憶する操作情報記憶手段と、
　前記態様記憶手段に記憶されている態様情報が所定の態様情報である場合に、前記操作
情報記憶手段に記憶される操作情報に基づいて、前記表示手段で所定の第２表示態様を実
行させる第２表示態様実行手段と、
　前記操作手段の操作に基づいて前記表示手段に所定の操作時表示を実行させる操作時表
示手段と、
　前記所定の操作時表示を実行した後に前記操作手段が操作されることに基づいて、前記
表示手段の表示態様を変化させる手段と、を備えたことを特徴とする遊技機。
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